
クラスタ拡張—コンピューティング専用
ノード

•概要（1ページ）
•拡張前のチェックリスト（1ページ）
•クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M.2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SAS
ドライブ)（6ページ）

•クラスタ拡張: M4ブレードサーバー (ファイバチャネル SAN)（32ページ）

概要
コンバージドまたはコンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張でき
ます。次に、Hyper-Vクラスタでサポートされているコンバージドおよびコンピューティング
専用ノードのリストを示します。

•コンバージドノード: HX220c M5、HX240c M5、HX220c AF M5、HX240c AF m5

•コンピューティング専用ノード: B200 M5、B200 M4ブレードサーバ、C220 M5 Cシリー
ズラックサーバ

次の手順では、コンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張する方法
について説明します。この拡張ワークフローにはWindows OSのインストールが含まれてお
り、HXインストーラを使用したクラスタ作成する際には実行されません。コンバージドノー
ドを使用して Hyper-Vクラスタを拡張するには、クラスタ拡張—コンバージドノードを参照
してください。

拡張前のチェックリスト
コンピューティング専用ノードを追加してHyper-Vクラスタを拡張するには、主要な要件、考
慮事項、およびタスクをまとめた次の拡張前のチェックリストを満たすようにしてください。
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次のチェックリストは、Cisco HXリリース 4.5(x)以降に適用されます。（注）

説明要件/タスク

3.5 (2a)以降

クラスタが3.5 (2a)
より前のリリース

で実行されている

場合は、既存のク

ラスタを少なくと

も 3.5 (2a)にアッ
プグレードしてい

ることを確認して

ください。

重要

HX Data Platformサポートされるバージョンお

よびプラットフォーム

UCS B200 M5ブ
レードサーバ (M.2
SATAドライブ搭
載)。

HW RAID M.2
(UCS-M2-HWRAID
および
HX-M2-HWRAID)
は、コンピュー

ティング専用ノー

ドではサポートさ

れていません。

UCS B200 M4ブ
レードサーバ

(ローカル SASま
たはファイバチャ

ネル SAN搭載)。

注目コンピューティング専用ノー

ドとストレージオプション

お客様から提供される
Windows 2016Datacenter Edition
ISO

Windows ISO

1:1コンピューティングからコン

バージドへの最大比率

1個のクラスタに最大 32ノードを設定できます。最大クラスタサイズ
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説明要件/タスク

コンピューティング専用ノードとHyperFlexコンバージドノー
ド間でネットワーク速度を混在させることは推奨されません。

たとえば、コンバージドノードの既存のネットワーク接続が

40 GbEの場合、コンピューティング専用ノードも 40 Gbの速
度で接続する必要があります。

ネットワーク速度

トポロジおよび追加するコンピューティング専用ノードのタ

イプに基づいて、次の拡張シナリオのいずれかを選択します。

• M.2SATAドライブを搭載したUCSM5ブレードサーバ、
またはローカル SASドライブを搭載したUCSM4ブレー
ドサーバのクラスタ拡張

HW RAID M.2 (UCS-M2-HWRAIDおよび
HX-M2-HWRAID)は、コンピューティング専
用ノードではサポートされていません。

（注）

•ファイバチャネルを搭載したUCSM4ブレードサーバの
クラスタ拡張

ブートディスク接続の決定

Windows OSのインストール時に、240GBよりも大きいブー
トディスクが 1個のみ存在することを確認します。クラスタ
の拡張が完了したら、追加のディスクを選択できます。

ブートディスク容量
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説明要件/タスク

HyperFlexドライバイメージ
の準備
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説明要件/タスク

Windows ISOおよび Hyperflexドライバイメージファイル
は、Cisco UCS Managerおよびアウトオブバンドサブネット
から到達可能な共有ロケーション (HXインストーラなど)に
配置する必要があります。インストーラ VM内の共有ロケー
ションで、HyperFlexドライバイメージとWindows ISOをダ
ウンロードしてホストするには、次の手順を使用します。

Windowsは Cisco HX Release 4.5以降から UEFI
モードに起動するように構成されています。

（注）

これらの手順は、Windows Server 2016および
Windows Server 2019の両方に対して適用します。

（注）

1. HyperFlexドライバイメージをコピーします。たとえば、
次のコマンドを実行します。

rsync -avzP /opt/springpath/packages/latest.img
/var/www/localhost/images/install.img

2. HyperFlexドライバイメージをマウントします。たとえ
ば、次のコマンドを実行します。

mkdir -p /mnt/install-img && mount -o loop,rw
/var/www/localhost/images/install.img /mnt/install-img

3. Windows Serverバージョンの応答ファイル固有のファイ
ルをコピーして、次のコマンドを実行します。

Windows Server 2016

cp
/opt/springpath/packages/FactoryUnattendXML/WindowsServer2016/Autounattend.xml.uefi
/mnt/install-img/Autounattend.xml

Windows Server 2019

cp
/opt/springpath/packages/FactoryUnattendXML/WindowsServer2019/Autounattend.xml.uefi
/mnt/install-img/Autounattend.xml

4. HyperFlexドライバイメージをマウント解除します。たと
えば、次のコマンドを実行します。

umount /mnt/install-img

SDカードにWindows Server 2019または 2016を
インストールすることはできません。

（注）

autounattend.xmlで参照されている DiskIDは、OS
がインストールされているコンピューティング

（注）

ノード上のローカルディスクを正しく指し示す必
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説明要件/タスク

要があります。

ファイバチャネル SANでは、マルチパスを使用しないでく
ださい。

ファイバチャネルSANを使用
したマルチパス

コンピューティング専用ノードの拡張は、コンピューティン

グノードが同じファブリックインターコネクト上にある場合

にのみサポートされます。

ファブリックインターコネク

トサポート

クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M.2 SATA)またはM4
ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)

手順の概要

UCS M5ブレードサーバ (M. 2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)を
追加するための Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト（1ページ）

2. Cisco UCS Managerの設定（6ページ）

3. Microsoft OSのインストール（13ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張（23ページ）

5. 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブマイグレーションと VMネットワークの静的 IPアドレスの設定

•（任意）インストール後の制限付き委任

•ローカルデフォルトパスの設定

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認

Cisco UCS Managerの設定
次の手順では、HXインストーラを使用した Cisco UCS Managerの設定について説明します。

ステップ 1 HX Data Platformインストーラにログインします。

a) ブラウザで、HX Data Platformインストーラがインストールされている VMの URLを入力します。
b) 資格情報（ユーザ名：root、パスワード：Cisco123）を使用します。
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システムに同梱されているデフォルトのパスワード Cisco123は、インストール時に変更

する必要があります。新しいユーザがパスワードを指定していない限り、インストール

を続行できません。

重要

c) EULAを読みます。[利用規約に同意します（I accept the terms and conditions）]をクリックします。
[ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 2 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] > [Compute Node
(コンピューティングノード)]を選択します。

ステップ 3 次の画面で、[Run UCS Manager Configuration (UCSマネージャ設定の実行)]をクリックし、[Continue
(続行)]をクリックします。
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この時点では、他のワークフローオプションを選択しないでください。注意

ステップ 4 表示されるポップアップで [確認（Confirm）]をクリックします。

ステップ 5 [Credentials (クレデンシャル)]ページで、UCS Managerの次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

UCS Managerの FQDNまたは VIPアドレス。UCS Managerのホスト名

管理者ユーザーおよびパスワードまたは Cisco UCS Manager
の管理者権限を持つユーザー。

UCS Managerユーザ名とパスワード

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Continue]をクリックして進みます。インストーラは、UCSManagerに接続し、使用可能なサーバーを照
会しようとします。インストーラが進行すると、設定ペインが表示されます。クエリが終了すると、使

用可能なサーバが画面上に表示されます

ステップ 6 [Server Selection (サーバ選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択して、
[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 7 [UCSM Configuration (UCSM設定)]ページで、VLAN設定の次のフィールドに値を入力します。

HyperFlexでは少なくとも 4つの VLANが機能する必要があり、それぞれが異なる IPサブネット上にあ
り、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで拡張する必要があります。

これにより、プライマリファブリックインターコネクト（ファブリックA）から従属ファブリックイン
ターコネクト（ファブリック B）へのトラフィックフローを確保できます。

ID利用名前

10Hyper-Vおよび Hyperflex VM管理。hx-inband-mgmt

20HyperFlexのストレージトラフィックhx-storage-data

30Hyper-Vライブマイグレーションネット
ワーク

hx-livemigrate

100,101VMゲストネットワークvm-network

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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• VLAN 1は使用しないでください。これはベストプラクティスではなく、分離レイヤ 2
によって問題が発生する可能性があるためです。

• vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

4つのコアネットワークの名前を変更することはできません。注意

ステップ 8 MACプールの残りのネットワーク設定、Cisco IMCの「hx」 IPプール、Cisco IMCアクセス管理 (アウ
トオブバンドまたはインバンド)を入力します。

値説明フィールド

[MAC Pool]

00:25:b5:xxインストーラによって UCSMで設定する、HXク
ラスタのMACアドレスプール。MACアドレス
プールがレイヤ2環境の他の場所で使用されていな
いことを確認します。

MACプールのプレ
フィックス

Cisco IMCの 'hx' IPプール

10.193.211.124-.127HyperFlexノードのアウトオブバンド管理に使用さ
れる IPアドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワークのサブネットマス

ク。

サブネットマスク

10.193.0.1アウトオブバンドネットワークのゲートウェイア

ドレス

[ゲートウェイ
（Gateway）]

Cisco IMCアクセス管理(アウトオブバンドまたはインバンド)

コンバージドノードクラスタの作成に使用された

オプションを選択します。

インバンド(推奨)

アウトオブバンド
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•アウトオブバンドネットワークは、UCS Managerと同じサブネット上にある必要があり
ます。

•複数のアドレスブロックをカンマ区切りの行として追加できます。

（注）

FC SANブートオプションを使用してM4ブレードサーバを使用して hyper-vクラスタを拡張
する場合は、fcストレージを有効にする必要があります。FCストレージのフィールドに入力
します。

重要

表 1 : (オプション) FC SANを搭載したM4ブレードサーバに適用可能

値の例説明フィールド

FCストレージを有効に
するにはオンにします

FXストレージを有効にする必要があるかどうかを
示すチェックボックス。

FC Storage

20:00:25: B5: C2WWノード名とWWポート名の両方を含むWWN
プール。それぞれのファブリックインターコネク

トに対し、WWPNおよびWWNN用のWWxNプー
ルが作成されます。

WWxN Pool

hx-ext-storage-fc-aプライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-aに設定されています。

VSAN A Name

70プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

VSAN A ID

hx-ext-storage-fc-b下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
VSANの名前。デフォルトでは、hx-ext-storage-fc-b
に設定されています。

VSAN B Name

70従属ファブリックインターコネクト（FI-B）のネッ
トワークに割り当てられた一意の ID。

VSAN B ID

ステップ 9 [詳細]セクション
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値の例説明フィールド

3.2(3a)適切なUCSサーバファームウェアバージョンを選
択します。

UCSファームウェアサー
ババージョン（UCS
Firmware Server Version）

このユーザ定義の名前は、識別を容易にするために

UCSMでサービスプロファイル名の一部として使
用されます。

HyperFlexクラスタ名

HX Cluster1組織名は、HX環境を UCSプラットフォームのそ
の他の部分から分離し、一貫性を確保するために使

用されます。

組織名

ステップ 10 [Start (スタート)]をクリックすると、インストーラは入力を検証し、UCSマネージャの設定を開始しま
す。

ステップ 11 HX Data Platform Installerが終了したら、次の手順に進むことができます。

Microsoft OSのインストール
Microsoft OSのインストールでは、まず、Cisco UCS Managerで次の 2つのイメージファイル
をマップするように vMediaポリシーを設定する必要があります。

•顧客から提供されるWindows 2016 datacenter EDITION ISOまたはWindows Server 2019
Datacenter-デスクトップ体験 ISO、および

• Ciscoから提供される Cisco HyperFlexドライバイメージ

ファイル共有とすべてのサーバ管理 IPアドレスの間にネットワーク接続が確立されているこ
とを確認します。

（注）

ステップ 1 Cisco UCS Managerの起動:

a) Webブラウザで Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。
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b) [UCS Managerの起動（Launch UCS Manager）]をクリックします。
c) ログイン画面で、ユーザ名として adminを入力し、インストールの開始時に設定したパスワードを入
力します。[Log in]をクリックします。

ステップ 2 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMediaポリシー（vMedia Policies）]ポリシーを右クリックし、[vMediaポリシー HyperFlexの作成
（Create vMedia Policy HyperFlex）]を選択します。

d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、HX vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフ
ン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）
は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できませ

ん。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変更するこ

とはできません。

名前（Name）

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての情報

を含めることを推奨します。最大 115文字。
説明
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説明フィールド名

マウント障害が発生した場合に vMediaのマウントを続行するかど
うかを指定します。次のように指定します。

•〇

• [いいえ（No）]

デフォルト設定は、[Yes]です。[はい (Yes)]を選択す
ると、マウントに成功するか、このオプションが無効

化されるまで、リモートサーバは vMediaマウントプ
ロセスのマウントを試行し続けます。[No]を選択する
と、警告メッセージが表示され、マウントが失敗した

場合にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

マウント失敗時の再試行（Retry
on Mount Failure）

例については次のスクリーンショットを参照してください。

e) [vMediaのマウント（vMedia Mounts）]ペインの下のアイコンバーで [+追加（+ Add）]をクリックし
ます。[vMediaマウントの作成（Create vMedia Mount）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値
を入力します。

値の例説明フィールド名

Windows-ISOマウントポイントの名前。Name
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値の例説明フィールド名

Windows Server 2016イメージ

または

Windows Server 2019画像

詳細情報を入力する場合に使用できま

す。

Description

CDDマウントするイメージのタイプ。次の

ように指定します。

• [CDD]：スクリプト可能なvMedia
CD。

• [HDD]：スクリプト可能なvMedia
HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルがある共有へのアクセス
に使用されるプロトコル。

プロトコル

10.101.1.92イメージをホストしているサーバの IP
アドレスまたは FQDN。

ホスト名/IPアドレス

なしこの値は、HyperFlexインストールで
は使用されません。

イメージ名変数

（Image Name
Variable）

マウントする ISOファイルのファイル
名。

リモートファイル

ファイルが存在しているリモートサー

バのパス

[リモートパス
（Remote Path）]

CIFSまたは NFSを使用する場合は、
ユーザ名が必要なことがあります。

ユーザ名

CIFSまたは NFSを使用する場合は、
パスワードが必要なことがあります。

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMediaポリシー（vMedia Policies）]画面に戻
り、送信した情報が表示されます。

g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを [HDD]に、リモートファイル名を [Cisco HyperFlexドライ
バーイメージ（Cisco HyperFlex driver image）]に変更してください。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つの vMediaマウントが [vMediaポ
リシーの作成（Create vMedia Policy）]画面に表示されます。

ステップ 3 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サービスプロ
ファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] > [Service
Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または [compute-nodes-m5]を選択します。

b) [VMediaポリシー（vMedia Policy）]タブをクリックします。次に、[vMediaポリシーの変更（Modify
vMedia Policy）]をクリックします。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリックします。

d) [一般（General）]タブで、vMediaポリシーがサービスプロファイルに追加されたことを確認します。

ステップ 4 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
19

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

Microsoft OSのインストール



c) [ブート順序（Boot Order）]設定ウィンドウで、[CIMCマウント CD/DVD（CIMCMounted CD/DVD）]
をクリックします。次に [CIMCマウントCD/DVDの追加（Add CIMCMounted CD/DVD）]をクリック
し、ブート順序を追加します。[上に移動（Move up）]ボタンを使用してブート順序の最上位にこれを
移動します。

次のスクリーンショットに示すように、[CIMCマウントCD/DVD（CIMCMountedCD/DVD）]
オプションが、ブート順序でその他のオプション（[組み込みローカルディスク（Embedded
Local Disk）]および [CD/DVD]）よりも上であり、最上位でなければなりません。

重要

d) [変更を保存（Save Changes）]をクリックし、[成功（Success）]ダイアログボックスで [OK]をクリッ
クします。変更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 5 vMediaのマウントが成功していることを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ（Inventory）] > [CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ #1（OS

imag）とマウントエントリ#2（CiscoHyperFlexdriver image）のステータスが [マウント済み（Mounted）]
であり、失敗が表示されていないことを確認します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初の HyperFlexサービスプロファイルを選択しま
す。

d) [一般（General）]タブをクリックし、[アクション（Actions）] > [KVMコンソール>>（KVM
Console>>）]を選択します。

新しいブラウザで KVMコンソールが開きます。ポップアップブロッカーに注意してくだ
さい。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）

e) ホストを再起動し、KVMコンソールを起動し、サーバの電源を入れ、Windowsインストールの進行状
況を監視します。[ファイルの読み込み中（Loading Files）]画面が表示されます。Windowsは自動的に
インストールされ、ユーザによる介入は不要です。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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ユーザーの介入なしにWindowsを自動的にインストールするオプションは、新規インストー
ルまたは初回インストールの場合にのみ適用されます。再インストールの場合、またはノー

ドにすでにWindowsパーティションが含まれている場合は、「いずれかのキーを押して
CD/DVDから起動してください」のプロンプトに応答する必要があります。

（注）

青い画面が表示され、しばらくすると [セットアップが開始されました (Setup is starting)]メッセージ
が表示されるはずです。ホストは数回再起動します。自動インストールが開始されない場合は、両方

のイメージがサーバにマウントされていることを再度確認します。

f) c:\users\administrator>でクリアコマンドプロンプトが表示されたら、インストールは完了で
す。これは、WindowsCoreおよびDesktopExperienceの両方のインストールに適用されます。ドライバ
イメージをコピーしてインストールするには数分かかる可能性があります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]というメッ
セージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確認します。重要

Microsoft Windows OSがノードにすでにインストールされている場合は、新しいOSのイン
ストールが行われるように、ノードが起動したときに続行するには、任意のキーをクリッ

クする必要があります。

続行するためにキーを何もクリックしていない状態で、以前にインストールされたOSがイ
ンストールされている既存のノードを展開すると、新しいインストールがスキップされ、

さらなる拡張に失敗します。

（注）

g) 各サーバーにログインし、次のことを確認します：

Powershellコマンド：Get-ScheduledTask -TaskName HXInstallbootstraplauncherTaskを実行します。

HXインストールブートストラップランチャタスクが実行されていることを確認します。次のような
出力例を示します。

TaskPath TaskName State
-------- -------- -----
\ HXInstallbootstraplauncherTask Running

C:\ProgramData\Cisco\HyperFlex\Install\Log\PostSysprepSetup.logにログ行「Done
with HX PostSysPrepSetup」が存在することを確認します。

Powershellコマンド Get-Command Get-VMSwitchを実行します。コマンドが正常に実行されていることを

確認します (例外はありません)。次のような出力例を示します。

CommandType Name Version Source
----------- ---- ------- ------
Cmdlet Get-VMSwitch 2.0.0.0 Hyper-V

ステップ 6 VMediaポリシーをリセットして、デフォルトの HyperFlexポリシーに戻します。

a) コンピューティングノードの vMediaポリシーを更新します。[Servers (サーバ)] > [Service Profile
Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] >
[hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または
[compute-nodes-m5]に移動します。次に、[Modify vMedia Policy]を選択します。

b) [vMediaポリシー (vMedia Policy)]ドロップダウン選択で、[HyperFlex]ポリシーを選択します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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ステップ 7 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、 CIMCマウント CD/DVDオプションリストの一番下に移動するのに下
へ移動]ボタンを使用します。

ステップ 8 ローカル管理者パスワードを、既存のクラスタのパスワードと一致するように変更します。

a) 新しくインストールされたコンピューティングノードにログインします。
b) コマンドプロンプトを開きます。
c) 次のコマンド net User Administrator < password >を実行します。

ステップ 9 HXInstallbootstraplauncherTaskのパスワードを更新し、実行されていることを確認します。

a) 実行されている場合は、スケジュール済みタスクが「HXInstallbootstraplauncherTask」を停止します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Stop-ScheduledTask

b) タスクのクレデンシャルをっ更新します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Set-ScheduledTask -User

"Administrator" -Password <password>

c) スケジュールされたタスクを開始し、実行中であることを確認します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Start-ScheduledTask

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask"

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタ
の拡張

WindowsOSのインストールが完了したら、次の手順を実行してハイパーバイザを設定し、HX
Data Platformソフトウェアをインストールして、クラスタを拡張します。

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラを再度開き、ログインします。

ステップ 2 前のワークフローが完了しているため、初めからやり直す必要がある場合があります。右上隅にある歯

車アイコンをクリックして [初めからやり直す（Start Over）]を選択します。

ステップ 3 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] > [Compute Node
(コンピューティングノード)]を選択します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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ステップ 4 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand HX Cluster (HXクラスタの拡張)]を選択し
ます。[ノードに OSをインストールする（Is OS installed on the Node）]、[ハイパーバイザ設定の実行
（Run Hypervisor Configuration）]、[ HXソフトウェアの展開（Deploy HX Software）]チェックボック
スをオンにしたままにします。

ステップ 5 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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ステップ 6 [Cluster (クラスタ)]ページで、次のフィールドに値を入力します。

値の例説明フィールド

10.104.252.135HXクラスタの管理 IPアドレスHXクラスタ管理 IP

admin管理者のユーザー名クラスタ管理ユーザー

管理者パスワードPassword
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ステップ 7 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

表 2 : UCS Managerクレデンシャル

フィールド

UCSMの FQDNまたは VIPアドレ
ス。

[UCS Manager Host Name]

管理ユーザーまたはUCSM管理権限
を持つユーザー

UCS Manager User Name

UCSManagerユーザー名のパスワー
ド。

パスワード

表 3 : Domain Information (ドメイン情報)

フィールド

hxadminインストール前の段階で作成された

HXサービスアカウント。
HXサービスアカウント

HXサービスアカウントのパスワー
ド。

パスワード

いずれかのチェックボックスをオン

にします。制限された委任は、VM
ライブ移行に必要です。

今すぐ制約付き委任を設定

(推奨)

後で制約付き委任を設定

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ステップ 8 [Node Selection (ノード選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択して、
[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 9 [Hypervisor Configuration (ハイパーバイザ設定)ページで、[VLAN Configuration (VLAN設定)]、
[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]、および [Hypervisor Credentials (ハイパーバイザクレデン
シャル)]の次のフィールドに値を入力します。

VLAN設定—HyperFlexには少なくとも 4つの VLANが必要であり、それぞれが異なる IPサブネット上
にあり、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで拡張する必要があり、

プライマリファブリックインターコネクト (ファブリック A)から従属ファブリックインターコネクト
(ファブリック B)へのトラフィックフローを確実にする必要があります。

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ハイパーバイザ設定:チェックボックス [Make IP Addresses and Hostnames Sequential (IPアドレスとホスト
名を連続させる)]のチェックをオンのままにする場合、インストーラが残りのサーバを最初から連続的
に自動入力します。

ハイパーバイザクレデンシャル:Hyper-Vホスト上のローカル管理者ユーザー名を入力します。[Continue]
をクリックします。

ステップ 10 [Node Configuration (ノード設定)]ページで、[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]と [IP Addresses
(IPアドレス)]のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理ネット

ワークのサブネットマスク

サブネットマスク

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理ネット

ワークのデフォルトゲートウェイ

[ゲートウェイ（Gateway）]

10.101.251.1ハイパーバイザホストがメンバーを

外れる ADの DNSサーバのカンマ
区切りリスト。

DNSサーバ

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Start (開始)]をクリックしてハイパーバイザ設定を開始します。インストールが続行され、ハイパーバ
イザホストが設定されます。

ステップ 11 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。

ステップ 12 [Progress (進捗)]画面には、ハイパーバイザ設定とクラスタ拡張のステータスが表示されます。

ステップ 13 プロセスが正常に終了すると、[Summary (概要)]ページに完了ステータスが表示されます。
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HX Connectにログインするには、[HX Connectの起動（Launch HX Connect）]をクリックします。[HX
Connect Dashboard (HX Connectダッシュボード)]ページには、クラスタの状態、動作ステータス、およ
びクラスタ内の新しく追加されたコンピューティング専用ノードの情報が表示されます。
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クラスタ拡張: M4ブレードサーバー (ファイバチャネル
SAN)

概要

ファイバチャネルを備えた UCS B200 M4ブレードサーバストレージブートオプションの
Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト（1ページ）

2. Cisco UCS Managerの設定

3. Microsoft Windows OSのインストール（33ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張

5. 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブマイグレーションと VMネットワークの静的 IPアドレスの設定

•（任意）インストール後の制限付き委任

•ローカルデフォルトパスの設定
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• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認

Microsoft Windows OSのインストール
この手順は、 UCS B200 M4ブレードサーバ (コンピューティング専用ノード)を追加し、ファ
イバチャネル SANブートオプションを有効にして、Hyper-Vクラスタを拡張する場合に使用
します。

ステップ 1 UCS Managerを起動しログインします。

ステップ 2 次の手順を実行し、サービスプロファイルテンプレートを複製します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで [Servers (サーバ)]をクリックします。

b) 複製する組織のノードを展開し、[Create a clone (複製の作成)]を選択します。

c) [Create clone From Service Profile (サービスプロファイルから複製を作成する)]ダイアログボックス
で、[Clone Name (複製名)]フィールドの新しいプロファイルに使用する名前を入力します (例:
hx-compute)。[OK]をクリックします。

ステップ 3 FCゾーン分割を有効にするには、次の手順を実行します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[SAN] > [VSAN]をに移動します。

b) [FC Zoning (FCゾーン分割)]の下の [Enabled (有効)]ラジオボタンが選択されていることを確認しま
す。

ステップ 4 現在のサービスプロファイルテンプレートからブレードサーバのバインドを解除し、手順 2で新しく作
成したテンプレートにバインドします。

ステップ 5 Hyperflex ドライバイメージファイルをマウントし、autounattend.xmlファイルを変更するには、
次の手順を実行します。

a) HXインストーラ VMに接続し、Windows ISOおよび HyperFlexドライバイメージファイルを含む
共有フォルダに移動します。

b) HyperFlexイメージをマウントするには、次のコマンドを実行します。

mkdir /mnt/hx-img
mount /var/www/localhost/images/latest.img /mnt/hx-img

c) Autounattend.xmlファイルを開き、 DiskIDを検索して、0からWindows PE (WinPE)の値に変更
します。

ステップ 6 SANブートポリシーを設定するには、次の手順を実行します。

a) 手順 2で新しく作成したサービスプロファイルテンプレートを選択し、[Boot Order (ブート順序)]
タブに移動します。[Modify Boot Policy (ブートポリシーの変更)]をクリックします。[Modify Boot
policy (ブートポリシーの変更)]ページで、[Create boot policy (ブートポリシーの作成)]をクリック
します。

b) [VHBAs]を展開し、[ ADD SAN Boot]を選択し、[name]フィールドに、vhbasの名前を入力します
(例: hx)。

c) [Primary (プライマリ)]を選択し、[OK]をクリックします。
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d) [ADD SAN Boot target (SANブートターゲットの追加)]で、[Boot target LUN (ブートターゲット
LUN)]を [0]に設定したままにします。 [Boot TARGET WWPN]フィールドに、ストレージアレイ
からWWPNを入力します。[Type (タイプ)]が [Primary (プライマリ)]に設定されていることを確認
し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMediaポリシー（vMedia Policies）]ポリシーを右クリックし、[vMediaポリシー HyperFlexの作成
（Create vMedia Policy HyperFlex）]を選択します。

d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、HX vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフ
ン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）
は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できま

せん。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変更す

ることはできません。

名前（Name）

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての情

報を含めることを推奨します。最大 115文字。
説明

マウント障害が発生した場合に vMediaのマウントを続行するか
どうかを指定します。次のように指定します。

•〇

• [いいえ（No）]

デフォルト設定は、[Yes]です。[はい（Yes）]を選択
すると、マウントに成功するか、このオプションが無

効化されるまで、リモートサーバは vMediaマウント
プロセスのマウントを試行し続けます。[No]を選択す
ると、警告メッセージが表示され、マウントが失敗し

た場合にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

マウント失敗時の再試行（Retry
on Mount Failure）

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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e) [vMediaのマウント（vMedia Mounts）]ペインの下のアイコンバーで [+追加（+ Add）]をクリック
します。[vMediaマウントの作成（Create vMedia Mount）]ダイアログボックスで、次のフィールド
に値を入力します。

値の例説明フィールド名

Windows-ISOマウントポイントの名前。Name

Windows Server 2016イ
メージ

詳細情報を入力する場合に使用できます。Description

CDDマウントするイメージのタイプ。次のように

指定します。

• [CDD]：スクリプト可能な vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能な vMedia
HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルがある共有へのアクセスに使用
されるプロトコル。

プロトコル

10.101.1.92イメージをホストしているサーバの IPアド
レスまたは FQDN。

ホスト名/IPアドレス
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値の例説明フィールド名

なしこの値は、HyperFlexインストールでは使用
されません。

イメージ名変数（Image
Name Variable）

マウントする ISOファイルのファイル名。リモートファイル

ファイルが存在しているリモートサーバの

パス

[リモートパス（Remote
Path）]

CIFSまたはNFSを使用する場合は、ユーザ
名が必要なことがあります。

ユーザ名

CIFSまたは NFSを使用する場合は、パス
ワードが必要なことがあります。

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。

f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMediaポリシー（vMedia Policies）]画面に
戻り、送信した情報が表示されます。
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g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを [HDD]に、リモートファイル名を [Cisco HyperFlexドライ
バーイメージ（Cisco HyperFlex driver image）]に変更してください。

h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つの vMediaマウントが [vMedia
ポリシーの作成（Create vMedia Policy）]画面に表示されます。
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ステップ 8 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サービスプ
ロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] >
[Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または [compute-nodes-m5]を選択しま
す。
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b) [VMediaポリシー（vMedia Policy）]タブをクリックします。次に、[vMediaポリシーの変更（Modify
vMedia Policy）]をクリックします。

c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリックします。

d) [一般（General）]タブで、vMediaポリシーがサービスプロファイルに追加されたことを確認しま
す。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
40

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

Microsoft Windows OSのインストール



ステップ 9 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

c) (M5サーバのみ) [Boot Order (ブート順序)]設定ペインで、[CIMC Mounted CD/DVD (CIMCマウン
トCD/DVD)]をクリックします。次に [CIMCマウントCD/DVDの追加（AddCIMCMountedCD/DVD）]
をクリックし、ブート順序を追加します。[上に移動（Move up）]ボタンを使用してブート順序の最
上位にこれを移動します。

CIMCマウント CD/DVDオプションはその他のオプション、ローカルディスクの組み込
みとCD/DVDの前のブート順序で最上位である必要があります。

重要
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(ローカルSASドライバを備えたM4サーバの場合)[Boot Order (ブート順序)]設定ペインで、[vHBAs]
をクリックします。次に、[ADD SAN boot (SANブートの追加)]をクリックして、ブート順序に追加
します。

d) [変更を保存（SaveChanges）]をクリックし、[成功（Success）]ダイアログボックスで [OK]をクリッ
クします。変更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 10 vMediaのマウントが成功していることを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ（Inventory）]> [CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ#1（OS

imag）とマウントエントリ #2（Cisco HyperFlex driver image）のステータスが [マウント済み
（Mounted）]であり、失敗が表示されていないことを確認します。

c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初の HyperFlexサービスプロファイルを選択し
ます。

d) [一般（General）]タブをクリックし、[アクション（Actions）] > [KVMコンソール>>（KVM
Console>>）]を選択します。

新しいブラウザで KVMコンソールが開きます。ポップアップブロッカーに注意してく
ださい。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）
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e) ホストを再起動し、KVMコンソールを起動し、サーバの電源を入れ、Windowsインストールの進行
状況を監視します。[ファイルの読み込み中（Loading Files）]画面が表示されます。Windowsは自動
的にインストールされ、ユーザによる介入は不要です。ブルースクリーンが表示され、その後間も

なく [セットアップを始めています（Setup is starting）]メッセージが表示されます。自動インストー
ルが開始しない場合は、両方のイメージがサーバにマウントされていることを再確認してください。

f) Windowsのインストールが完了すると、コマンドプロンプトが表示されます。インストールが完了
するまで待ちます。その後、ホストが数回再起動します。c:\users\administrator>でクリア
コマンドプロンプトが表示されたら、インストールは完了です。ドライバイメージをコピーしてイ

ンストールするには数分かかり、リブート操作が必要になることがあります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]という
メッセージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確認しま
す。

重要

g) 各サーバーにログインし、C>Users>Administrator>Get-ScheduledTaskコマンドを入力し、HX Install
Bootstrap Launcherタスクが実行中であることを確認します。

ステップ 11 サービスプロファイルから vMediaポリシーを削除します。

a) サービスプロファイルから vMediaポリシーをマップ解除するには、[Servers (サーバ)] > [Service
Profile Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ
組織)] > [hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [ompute-nodes]または
[compute-nodes-m5]を順に選択します。次に、[vMediaポリシーの変更（Modify vMedia Policy）]を
クリックします。
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b) [vMediaポリシー（vMedia Policy）]ドロップダウンの選択肢で、2つのイメージのマップに使用した
vMediaポリシー（HX-vMedia）をオフにします。

ステップ 12 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、 CIMCマウント CD/DVDオプションリストの一番下に移動するのに
下へ移動]ボタンを使用します。

この手順で復元したブート順序については、次のスクリーンショットを参照してください。

次のタスク

この手順の最後に、Windows OSが正常にインストールされます。次に、「ハイパーバイザ設
定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張」に進み、クラスタ拡張ワークフ
ローの残りの手順を実行します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


